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西東京市市民協働推進センター 1 

令和 4年度第 7回運営委員会会議録（確定稿） 2 

■開催日時：令和 5年 3月 22日(水)午後 7時 00分～8時 00分 3 

■開催場所：ゆめこらぼサロンおよびオンライン（Zoom）開催 4 

■出席委員：佐藤委員、柴委員、樋口委員、久松委員、馬渕委員、柳委員 <以上 6名> 5 

■傍  聴：1名 6 

■事 務 局：小松センター長、鈴木副センター長、小口福祉活動推進課長、中澤地域福祉推進係長 7 

 8 

1.報 告 事 項  9 

1．事業報告について 10 

事務局より、2月期の主催事業、ホームページアクセス数、新規登録団体、市民活動相談に11 

ついて説明があった。 12 

委員長：ゆめこらぼが登壇した会議について聞きたい。 13 

事務局：1件は東京ボランティア・市民活動センターのセンター長のステップアップ事業のセンター14 

長の語る場で新人センター長に対して人と人とのかかわりについて話して欲しいとのこと15 

で、ゆめこらぼのセンター長としての取り組みを話した。もう 1件は住友金属鉱山の社員研16 

修で現役時代から人とつながることをテーマに各自治体の中間支援センターを活用し自分に17 

合った市民活動やボランティアとして地域とつながる手段としての話をした。 18 

委 員：相談の中で、パソコンが故障したことでここまで丁寧に対応することがスタッフの負担とな19 

るのではないかと心配になる。他の機関に繋ぐ手段などあるのか。 20 

事務局：負担感については、委員の意見とおりだ。できる範囲で支援はしたいが、素人の枠を超えて21 

しまうことについては専門に繋ぐなど、スタッフの負担にならないよう相談しながら市民活22 

動の支援をしていく。 23 

委 員：相談記録のところで、花の会が解散することで相談があったようだが、解散しなくても良い24 

というようなアドバイスはできないような状況だったのか。 25 

事務局：花の会は NPO法人であったが、後継者がいないことなど、様々な要因がかさなり、市の環境26 

保全課とも何度も協議したようだが、NPO法人としての運営は困難だということで、解散27 

し、それぞれに団体を作り活動をしていく事になった。 28 

 29 

 30 

2．2月以降の事業について 31 

事務局より、3月以降の実施事業について説明があった。 32 

委 員：円卓会議に登壇者として参加したことが、とても勉強になった。どういう思いでボランティ33 

アをやっているのかという事や、それぞれが考えている課題が新しい視点であったり、根っ34 

この部分で共通していたりと、新しい発見と再確認ができた。想像以上に参観者が多かった35 

が一体感のあるイベントであり楽しむことができた。 36 

委員長：参観者が多いが、年齢層や男女比はどうだったのか。 37 

事務局：統計を取っていないが、男女比は半々であったように感じている。また、年齢層も大学生か38 

ら高齢の方まで幅が広かった。 39 
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 1 

3．来年度の運営委員会委員について 2 

事務局より、令和 5年度西東京市市民協働推進センター運営委員会委員について説明があっ3 

たが特に質疑はなかった。 4 

 5 

4．来年度の事業計画及び予算について 6 

事務局より、令和 5年度西東京市市民協働推進センター事業計画・予算（案）について説明7 

があった。 8 

委員長：Instagramの目標値等も入ったので、更新など楽しみにしている。 9 

委 員：目標値は何を基準として設定したのか。 10 

事務局：実績ベースでの算定となっている。 11 

委 員：実績としてこのような数字になったのか、実績をもとにここまでできるのかという数値なの12 

か。 13 

事務局：実績をもとにここまで出来るのではないかということを根拠にしている。 14 

委 員：事業計画は内容のところを頑張りが伝わる内容にして欲しい。例えば運営及び維持管理では15 

研修への参加が 20回となっているが、回数ではなく、こういう風にしているからゆめこらぼ16 

がすごいという結果になるような報告書が良い。予算については人件費が少ない。市との契17 

約書で 1名勤務にならないようにとなっているが、この予算では難しいのは一目瞭然だ。ま18 

た、必要でない経費を人件費に充てることも考慮していただきたい。実態に即した契約をし19 

てもらいたい。 20 

事務局：5年契約で再来年が最終年度となるので、この金額では受託できないとはっきり提示してい21 

きたい。 22 

 23 

事務局より、令和 5年度西東京市市民協働推進センター活動計画（案）について説明があっ24 

たが、特に質疑はなかった。 25 

 26 

 27 

2．審 議 事 項 28 

1. 前回の会議録について 29 

委員長：意見が無ければ確定稿とする。 30 

 31 

3．協 議 事 項 32 

1. センターの業務の執行に関する事項について 33 

事務局より、令和 4年度西東京市市民協働推進センター各事業の成果と課題（案）について34 

説明があった。 35 

委 員： 中間支援組織が NPOを含め市民活動を支援していく中で、地域の中間支援組織が果たして36 

いく役割が大きくなっている。地域のセンターが活動している団体とどのように一緒にやっ37 

ていくのか、色々な活動を一つのテーマでつなぐことも大事である。ゆめこらぼはいろいろ38 

な工夫をしていると思うが、新しい出会いや新しい取り組みはつながりの中で生まれてくる39 

ので広げていかれるとよい。 40 
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事務局：予算がないのは仕方がないが、予算がない中で市民に寄り添って、市民の力を借りながら新1 

たな化学反応を起こして市民協働の推進にみんなで前進していかれるかが問われるので次年2 

度も進めていきたい。 3 

委 員：団体紹介冊子は市内の全小中学校に配布していることだが、高校や大学には配布しているの4 

か。 5 

事務局：していない。 6 

委 員：各団体が若い人の参加が少ないという共通の悩みがあるようなので、積極的にイベントを作7 

る中に高校生や大学生が入ってくると良いと思う。近辺の高校や大学に配布することも考え8 

てもらいたい。大学の中にもボランティアを支援する部署があると思うので、団体紹介冊子9 

の配布をしてはどうかと思う。 10 

事務局：来年度は行政や運営委員のみなさまも含めて相談しながら高校や大学へ配布していきたい。 11 

 12 

そ の 他  13 

 14 

1．インシデントの報告について  15 

 事務局から説明があった。 16 

 17 

2．次回運営委員会日程について 18 

日時：令和 5年 4月 17日（月）19時～20時 19 

会場：オンライン（Zoom） 20 


